
バイオマス活用総合講座 2026

現場で求められる知識と視点を、実例から学ぶ

第一線の専門家から学ぶ、実務直結の集中講座

一般社団法人日本有機資源協会



募集要項

１．開催日時：2026年7月30日～31日

２．研修方式：オンライン(Zoom)

３．参加費(税込み)

４．参加申込 <申込締切：7月24日>

       バイオマス活用総合講座 詳細サイト：https://www.jora.jp/training/

＜お問合せ＞ 

人材育成事業 事務局 kensyu@jora.jp ※お問い合わせはメールにてお願いいたします。

JORA会員  60,500円/名

 一般    77,000円/名

JORA学生資格者 49,500円/名



受講対象（こんな方におすすめ）
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≪本講座の特徴≫

・バイオマス活用の全体像から実務まで、2日で体系的に習得

・ バイオマスを基礎から体系的に学びたい方

・ 業務で初めてバイオマスに関わる実務者・技術者の方

・ 地域施策としてバイオマス導入を検討している方

・ バイオマス分野の人材育成を検討している企業の方

≪受講後に得られること≫

・バイオマス事業の全体像を体系的に説明できる ・地域施策や事業検討の論点を整理できる



現場を知る専門家による実践講義
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講義 講師

バイオマス概論 柚山 義人 日本農業工学会フェロー・京都大学農学博士

バイオマスを巡る情勢 農林水産省 大臣官房 環境バイオマス政策課

堆肥（コンポスト）化 牛久保 明邦（東京農業大学 名誉教授）

炭化 凌 祥之（元九州大学大学院農学研究院 教授）

バイオマスエネルギー概論 芋生 健司 （一社）日本有機資源協会 会長 東京大学 名誉教授

バイオ液体燃料 山根 浩二（滋賀県立大学 名誉教授）

木質バイオマス概論 澤田 直美（真庭バイオマス発電株式会社 所長）

メタン発酵 石井 一英（北海道大学工学研究院 教授）

バイオマスプラスチック （一社）日本有機資源協会

※講師は変更する場合もあります。



地域課題を解決するバイオマス活用の実例(※昨年度講義資料の一部を抜粋)
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循環型社会の構築 地域エネルギーの推進

メタン発酵バイオガス発電事業（群馬県長野原町）

実例から学ぶ
バイオマスのリアル

乳牛飼養頭数 約640頭

ふん尿 約18,000t/年

発電量 約2,560,000kw/年



受講者の声 
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・バイオマスを体系的に学べ、すぐに業務に活かせた

・短期間で全体像から最新動向まで一気に理解できた

・第一線の専門家から直接学べたのが非常に有益だった

・これまで知らなかった分野も含めて理解が一気に広がった

・講師・参加者とのつながりができ、今後の実務に活かせる

・質問しやすく、双方向で理解を深められた

・これだけの内容を短期間で学べる機会は他にない
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